
研究計画調書記入例と書き方ポイント

機関番号 研究種目番号 応募区分番号 小区分 整理番号

22701 00 0 00000 0000

  新規

研究種目 応募区分

小区分

（フリガナ）

（漢字等）

所属研究機関

部　局

職

研究課題名

設備備品費 消耗品費 旅費 人件費・謝金 その他

令和９年度 1,750 1,000 400 50 100 200

令和10年度 1,700 1,000 300 150 100 150

令和11年度 1,550 0 300 0 100 1,150

令和12年度 0 0 0 0 0 0

令和13年度 0 0 0 0 0 0

総計 5,000 2,000 1,000 200 300 1,500

開示希望の有無

研究計画最終年度前年度応募

　審査結果の開示を希望する

　‐‐　

研 究 経 費
千円未満の
端数は切り

捨てる

研究代表者
氏名

年度
研究経費
(千円）

ヨコハマ イチロウ

横浜　市郎

  助教

　横浜市立大学における産学連携の推進

使用内訳　（千円）

  国際マネジメント研究科

社会学関連

　横浜市立大学

令和９（2027）年度　基盤研究 （C） （一般） 研究計画調書

令和XX年/XX/XX
1版

　基盤研究（C) 　一般

★本欄と後半項の「研究経費とその必要性」に
記載されている金額は一致します。

★必ず「希望する」をご選択ください。
不採択の場合に、申請者のみが第１段審査（書面審査）の
結果を電子申請システム上で確認でき、次回応募の参考
にできます。審査結果の公表ではありません。

WEB上で入力した項目は、このように研究計画調書の
表紙として PDF化 されます。入力完了後に印刷して、
入力内容に間違いがないか、必ずご確認ください。

Web入力項目



研究組織　(研究代表者及び研究分担者）

所属研究機関 令和９年度
部局 研究経費
職 (千円） （%）

01234567　　（41） 横浜市立大学
ヨコハマ　イチロウ

博士（経済学）
国際マネジメント研究科 1,020

横浜　市郎 研究の統括

助教
12345678　　（38） 横浜市立大学
サンガク　タロウ

博士
都市社会文化研究科 700

産学　太郎 △△に関する調査

教授
45678901　　（46） 横浜市立大学
ツルミ　シロウ

博士（理学）
生命ナノシステム科学研究科 300

鶴見　四朗 △△に関する解析結果の検討

准教授
23456789　　（36） 横浜市立大学
サイタマ　ゴロウ

学士（理学）
生命ナノシステム科学研究科

埼玉　五郎 △△に関する解析結果の検討

共同研究員

研究経費合計 2,020

氏名　(年齢）

研
究
代
表
者

20

研
究
分
担
者

'20

学位
役割分担

エフォ
ート

研
究
分
担
者

25

研
究
分
担
者

0 0

　　合計　　4　　名

22701-00-0-0000-00000

★研究代表者の研究経費およびエフォート欄は、
「研究費の応募・受入等の状況」（Web入力
後半部分）の記載と一致させてください。

★具体的な役割をご入力ください。

具体的な学位名（博士、修士、
学士等）をご入力ください。

★基金種目（基盤（B）・（Ｃ）（一般）、挑戦的研究（萌芽）で、

２年度目（令和10年度）以降に参画予定の研究分担者が

いる場合は、「令和9年度研究費」と「エフォート」欄を「０」

として研究組織に入れることができます。

Web入力項目

競争的研究費で雇用される特任教員や博士研究員のエフォート について

・ 特任教員等は、雇用財源のプロジェクトが本来のミッションですが、
下記の≪実施条件≫を全て満たしている希望者は、雇用財源のプロジェクトから
人件費を全額支出しながら、エフォートの20％を上限に「自発的な研究活動」の実施
が可能です。下記大学HPにて詳細をご確認ください。

≪実施条件≫
①競争的研究費における自発的な研究活動を開始する年度の4月1日時点で40歳未満であること。
②特任教員等が競争的研究費における自発的な研究活動の実施を希望していること。
③実施する競争的研究費における自発的な研究活動が雇用財源のプロジェクトの推進に資するもの

であり、当該プロジェクトの推進にも支障がないこと。
（受入教員の判断と研究・産学連携推進センター会議での承認が必要。）

【詳細】 https://www.yokohama-cu.ac.jp/res-portal/res_exps/parttime/jihatsuteki.html



基盤研究　（C）　（一般）　９－（１）

研究経費とその必要性

（金額単位：千円）

品名・仕様 設置機関 数量 単価 金額 事項 金額

R9 ○○システム・～～社製　型番00-00 横浜市立大学 1 1,000 1,000 ○○○○試料 300

R9 計 1,000 ○△○△ 80

R9 ☆●☆● 20

R9 計 400

R10 △△式□□検出器・～～社製　型番AB-01 横浜市立大学 1 500 500 ■●□○ 200

R10 □□装置・～～社製　型番A909 横浜市立大学 2 250 500 △○△○ 100

R10 計 1,000 計 300

R11 □□□□ 300

R11 計 300

年度
設備備品費の明細

設備備品費、消耗品費の必要性

消耗品費の明細

設備備品費、消耗品費の必要性をご入力ください。
・ 500字（英文（半角）の場合は1000字）以内。
・ 改行は３回まで可。

金額は 千円 単位です。

＜本欄で示すべきこと＞

研究経費の妥当性について
□ 研究経費の内容は妥当であり、有効に使用されることが見込まれること。
□ 設備備品の購入経費等は研究計画遂行上真に必要なものが計上されていること。
□ 研究設備の購入経費、旅費又は謝金等のいずれかの経費が９０％を超えて計上されている

場合には、研究計画遂行上有効に使用されていると考えられること。

【消耗品費】
検査委託等は「その他の明細」欄へ計上してください。
ただし、動物センター利用料は消耗品費に計上してください。

【設備整備費】
単価が１００千円未満かつ耐用年数が
１年未満の場合は「設備整備費」ではなく
「消耗品」に計上してください。

Web入力項目



基盤研究　（C）　（一般）　１０－（１）

（金額単位：千円）

事項 金額 事項 金額 事項 金額 事項 金額

R9
研究打ち合わせ、大
阪、1泊2日、1名

50
△△実験補助（3名×4
日）

100 コアファシリティ利用料 200

R9 計 50 計 100 計 200

R9

R10
△△実験　☆★研究所
4日間、2名

150
□□実験補助（3名×4
日）

100 コアファシリティ利用料 150

R10 計 150 計 100 計 150

R10

R11 翻訳・校閲謝金　3回 100 コアファシリティ利用料 150

R11 計 100 ～～解析委託 1000

R11 計 1150

年度

旅費、人件費・謝金、その他の必要性

その他の明細人件費・謝金の明細外国旅費の明細国内旅費の明細

旅費、人件費・謝金、その他の必要性をご入力ください。
・ 500字（英文（半角）の場合は1000字）以内。
・ 改行は３回まで可。

金額は 千円 単位です。

＜本欄で示すべきこと＞

研究経費の妥当性について
□ 研究経費の内容は妥当であり、有効に使用されることが見込まれること。
□ 設備備品の購入経費等は研究計画遂行上真に必要なものが計上されていること。
□ 研究設備の購入経費、旅費又は謝金等のいずれかの経費が９０％を超えて計上されている

場合には、研究計画遂行上有効に使用されていると考えられること。

【国内旅費、外国旅費】
学会や打ち合わせ、実験等参加の場合

①名称（学会名や打ち合わせ名、研究項目名等）
②場所（地名、○○大学等）
③予定日数
④人数

※海外の場合は開催都市名も入力
記載時点で分かる範囲でご記載ください。
この欄に入りきらない場合には、下の「旅費、人件
費・謝金、その他の必要性」の欄にご入力ください。

【人件費・謝金】

「雇用人数×勤務日数」をご入力ください。

※科研費で翻訳・校閲等を依頼する場合、依頼先に

よって、費目が異なります。

・ 個人へ依頼する場合：「人件費・謝金」に計上

・ 業者へ依頼する場合：「その他」に計上

【その他】

・ 設備備品費、消耗品費、旅費、人件費・謝金のほかに当該研究を

遂行するための経費が「その他」の科目に該当します。

・ 具体的には「研究計画調書作成・記入要領」に例示していますが、

それ以外のものでも該当するものについて入力することができます。

Web入力項目



【研究費の応募・受入等の状況】

研究代表者氏名 横浜　市郎

研究期間 2027年度～2029年度

研究課題名 横浜市立大学における産学連携の推進

（１）応募中の研究費

役割

1.資金制度・研究費名（配分機関名）
2.研究期間

3.研究課題名
4.研究代表者氏名

2027年度
研究経費

（期間全体額）
（千円）

2027年度
エフォート

（％）

研究内容の相違点及び
他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由等

（左記の研究課題を応募するに当たっての所属組織・役割）
（科研費の研究代表者の場合は、研究期間全体の受入額を記入すること）

1. 【本応募研究課題】基盤研究（C)（一般）

2. 2027年度～2029年度

3. 横浜市立大学における産学連携の推進

4.

1. 学術変革領域研究（A）（公募研究）

2. 2027年度～2028年度

3. 神奈川県における産学連携

4.

1.

2.

3.

4.

1.

2.

3.

4.

1.

2.

3.

4.

代表

代表

(4,950)

2,020

総額　4,950千円

(4,000)

2,000

本申請課題と…という点で、研究目的が異なる。
（横浜市立大学・博士研究員 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総額　4,000千円

20

20

パターン① 研究分担者がいない場合の記入方法

総額をご入力ください。

研究分担者がいないので、
左（）内と同じ金額になります。

「役割」を選択した後、該当する資金制度名をご選択ください。

科研費以外の研究費の場合は「その他」を選択し、資金制度名と

配分機関名を手入力してください。

Web入力項目
（PDFファイルには
出力されません）

プルダウンで

「役割」をご選択

ください。

上段： 令和９（２０２７）年度に応募者（研究代表者）が

使用する直接経費の額をご入力ください。

下段（ ）内： 研究期間全体の直接経費の総額（予定額）を

ご入力ください。

※自動入力されている場合もあります。

左記の研究課題を応募した際の

所属組織と役割をご入力ください。



【研究費の応募・受入等の状況】

研究代表者氏名 横浜　市郎

研究期間 2027年度～2029年度

研究課題名 横浜市立大学における産学連携の推進

（１）応募中の研究費

役割

1.資金制度・研究費名（配分機関名）
2.研究期間

3.研究課題名
4.研究代表者氏名

2027年度
研究経費

（期間全体額）
（千円）

2027年度
エフォート

（％）

研究内容の相違点及び
他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由等

（左記の研究課題を応募するに当たっての所属組織・役割）
（科研費の研究代表者の場合は、研究期間全体の受入額を記入すること）

1. 【本応募研究課題】基盤研究（C)（一般）

2. 2027年度～2029年度

3. 横浜市立大学における産学連携の推進

4.

代表

1,020

20 総額　4,950千円

(2,850)

パターン② 研究分担者がいる場合の記入方法

金額が異なることをご確認ください。

研究期間全体の直接経費の額をご記入ください。
（代表者使用予定額＋分担者使用予定額）

下段（ ）「カッコ内の金額」の意味とは？

応募者（研究代表者）本人が研究期間全体 （例えば２０２７～２０２９度）に
受け入れる研究費の金額。

・ 分担者の研究費は含みませんので、他に研究費の配分を受ける
分担者がいる場合は、「カッコ内の金額」と「総額（右欄）」の金額が
異なります。

・ ２０２７年度以降分の応募者のみの研究費は概算でご記入ください。

＜例＞

（科研費：３年間） （配分内訳 単位：千円）

（2027）直接経費：2,020 研究代表者 ： 1,020 ㋐
研究分担者計： 1,000

（2028）直接経費：2,400 研究代表者 ： 1,500 ㋑
研究分担者計： 900

（2029）直接経費： 530 研究代表者 ： 330 ㋒

研究分担者計： 200

上記の場合、研究期間（3年間）で研究代表者が受入れる金額は、

1,020 ← ㋐ 2027年度の代表者受入分
（2,850） ← ㋐＋㋑＋㋒ 研究期間（３年間）の代表者受入分（見込み）

となります。

「総額」の金額の意味とは？

応募者（研究代表者）及び分担者を含む研究期間全体の研究費。

・ 「研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究
課題に応募する理由」の欄に、（１）科学研究費助成事業の
研究代表者である場合は、研究期間全体の直接経費の
総額をご記入ください。

「役割」を選択した後、該当する資金制度名をご選択ください。

科研費以外の研究費の場合は「その他」を選択し、資金制度名と

配分機関名を手入力してください。

上段： 研究分担者への配分額を除く、令和９（２０２７）年度に

応募者（研究代表者）自らが使う直接経費の額をご記入ください。

下段 （ ） 内： 研究分担者への配分額を除く、研究期間全体で研究代表者

自らが使う直接経費の総額（予定額）をご記入ください。

※詳細は下記をご確認ください。

Web入力項目
（PDFファイルには
出力されません）

プルダウンで

「役割」をご選択

ください。



【研究費の応募・受入等の状況】

研究代表者氏名 横浜　市郎

研究期間 2027年度～2029年度

研究課題名 横浜市立大学における産学連携の推進

（１）応募中の研究費

役割

1.資金制度・研究費名（配分機関名）
2.研究期間

3.研究課題名
4.研究代表者氏名

2027年度
研究経費

（期間全体額）
（千円）

2027年度
エフォート

（％）

研究内容の相違点及び
他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由等

（左記の研究課題を応募するに当たっての所属組織・役割）
（科研費の研究代表者の場合は、研究期間全体の受入額を記入すること）

1. -

2. -

3. -

4. -

1. ○○プロジェクト

2. 2027年度～2029年度

3. 神奈川県における地域と大学の連携

4. 産学　太郎

1.

2.

3.

4.

1.

2.

3.

4.

1.

2.

3.

4.

分担

500

5
▼▼▼という点で、本申請課題と異なり、当該研究課題では■■■を目的とす
る。
（横浜市立大学・博士研究員 ）

(1,500)

代表

-

- -

-

「役割」を選択した後、該当する資金制度名を選択ください。

科研費以外の研究費の場合は「その他」を選択し、

資金制度名と配分機関名を手入力してください。

研究分担者として参画している場合、
研究代表者の氏名をご記入ください。

研究分担者として参加している場合、下記のとおりご入力ください。

上段： 自らが受け入れ使用する令和９（２０２７）年度の「分担金」
下段（ ）内： 研究期間全体の「分担金」総額（予定額）

・ 左記の研究課題を応募した際の所属組織と

役割をご記入ください。

・ 分担者の場合や科研費以外の事業では

「総額」の記入は不要です。

パターン③ 応募者が別の課題に研究分担者として
申請している場合の記入方法

Web入力項目
（PDFファイルには
出力されません）

プルダウンで

「役割」をご選択

ください。



【研究費の応募・受入等の状況】

（２）受入予定の研究費

役割

1.資金制度・研究費名（配分機関名）
2.研究期間

3.研究課題名
4.研究代表者氏名

2027年度
の研究経費

（期間全体額）
（千円）

2027年度
エフォート

（％）

研究内容の相違点及び
他の研究費に加えて本応募研究課題に応募する理由等

（左記の研究課題を応募するに当たっての所属組織・役割）
（科研費の研究代表者の場合は、研究期間全体の受入額を記入すること）

1. 学術変革領域研究（A）（公募研究）

2. 2027年度～2028年度

3. △△△に関する研究

4.

1. 戦略的研究推進費（横浜市立大学内公募資金）

2. 2027年度～2028年度

3. ■■■に関する研究

4. 産学　太郎

1.

2.

3.

4.

1.

2.

3.

4.

（３）その他の活動 30%

（１）、（２）、（３）のエフォートの合計 100%

分担

1,500

20
※※※という点で、本申請課題と異なり、当該研究課題では△○△を目的とす
る。
（横浜市立大学・博士研究員 ）

(4,000)

代表

2,000

10

×××という点で、本申請課題と異なり、当該研究課題では○○○を目的とす
る。
（横浜市立大学・博士研究員 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総額　4,000千円

(4,000)

Web入力項目
（PDFファイルには
出力されません）

研究分担者として参画して
いる場合は、研究代表者の
氏名をご入力ください。

応募時点で、令和９（２０２７）年度の配分額予定につい
て

金額をご入力ください（応募時点で代表者から連絡を受
けている予定額でかまいません）

研究内容の相違点及び他の研究費に加えて
応募する理由について簡潔に必ずご記述ください。

【エフォート】

専任教員の場合は、学生への教育等の活動があるので、

50％以下でお願いします。

特任教員や博士研究員(特に国プロで雇用)については、

雇用財源のプロジェクトが本来のミッションですので、

20％以下でお願いします。

【特別研究員奨励費の場合】
「種目名」、「研究期間」に加え、「課題番号」もあわせてご記入ください。

＜例＞
特別研究員奨励費（２０２６～２０２８） ２０２６年度採用 ２６Ｊ１２３４５
※研究経費の欄には、研究奨励金（研究遂行経費）は含めないでください。

その他の活動（基礎研究費や教育活動など）のエフォートは
ここに自動で反映されます（他の研究者の科研費の連携研究者
として参加する場合のエフォートもこの欄に含まれます）。

（１）（２）（３）の合計が100％とならない場合、
エラーが出ます。

「役割」を選択した後、該当する資金制度名をご選択ください。

科研費以外の研究費の場合は「その他」を選択し、資金制度名と

配分機関名を手入力してください。

学内公募資金（戦略的研究推進費など）は当該資金の内容が

分かるようにご入力ください。

左記の研究課題を応募した際の

所属組織と役割をご入力ください。

プルダウンで

「役割」をご選択

ください。


